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位置図位置図

背景は国土地理院標準地図を使用した 2



地質図地質図

地質図は地質調査総合センター5万分の1地質図幅「見附(1957)」を示した。 3



地質図地質図

地質図は地質調査総合センター5万分の1地質図幅「見附(1957)」を示した。
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植生図植生図

植生図は環境省の植生調査（1/2万5千）を示した。 5



気象データ気象データ

※林野庁提供データ
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アメダス浜松
62.0｜280.5



気象データ気象データ
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気象庁・アメダス 浜松観測所
最大日雨量 ：280.5mm（歴代4位）
最大24時間雨量：280.5mm（歴代3位）
最大1時間雨量 ：62.0mm（歴代10位圏外）

気象庁・アメダス 天⻯観測所
最大日雨量 ：264.5mm（歴代1位）
最大1時間雨量 ：81.5mm（歴代1位）
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微地形表現図微地形表現図

背景図には静岡県公開LPデータ（R３年計測）を基に作成した微地形図を使用した。
8



現地状況現地状況

基礎情報
地質：第四紀更新世小笠層群（粒度質層，礫および砂）

第四紀更新世磐田原礫層および三方原礫層
（礫・砂および泥）

植生：スギ・ヒノキ・サワラ植林，シイ・カシ二次林
斜面勾配：15〜35°
斜面形状：凹形
法指定：地域森林計画対象⺠有林

土砂災害特別警戒区域・土砂警戒区域（急傾斜地の
崩壊），急傾斜地崩壊危険箇所

崩壊地諸元
崩壊斜面⻑：150m（上記平面上の測線・右縦断）
崩壊幅 ： 15m（最大）

地質は20万分の1地質図幅「見附(1957) 」，
植生は環境省の植生調査（1/2万5千縮尺）より引用
微地形表現図は静岡県公開データおよびオルソを使用
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静岡県公開LPデータより（R3年計測）
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差分解析結果（R4点群−R3LP）差分解析結果（R4点群−R3LP）

背景図には静岡県公開LPデータ（R３年計測）を基に作成した微地形図を使用した。

• 静岡県公開LPデータ（R3年度計測）と国土防災技術(株)計測
3D点群データ（R4年1月18,19日計測）の差分値を表示

• 差分値の±1m未満は非表示
• 3D点群データは、計器中心から離れると精度が低下するため、

崩壊値の縁の差分値は精度が低いことに留意する必要がある。
• 差分解析による侵食土砂量：約15,000m3（参考値）
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災害直後の状況災害直後の状況
※林野庁（静岡県）提供資料より抜粋
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近隣渓流の状況近隣渓流の状況
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※近隣渓流① ※対象渓流③

※近隣渓流②
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